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㎡

平成24年度入学
定員減（△20
人）
平成24年度入学
定員減（△20
人）

（38,013）

学術雑誌

34,500千円 ― ―

225千円 225千円 225千円 ― ―

点

機械・器具

10,000千円 10,000千円 10,000千円 10,000千円

視聴覚資料

04,556101〔32〕　

（4,556）

（4,556）

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

年 人

平成19年度240

人

225千円

図
書
・
設
備

17〔17〕　

第３年次 第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

体育館
面積

区　分 第５年次 第６年次

経費
の見
積り

― ―

野球場、サッカー場、武道場、トレーニング室

10,408千円 10,450千円 10,450千円

図書館

　日本文理大学

機械電気工学科

10,450千円 10,450千円 ― ―

所　在　地

大 学 の 名 称

1,320千円 ―　千円経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

―　千円

同上

収容
定員

附属施設の概要

該当なし

既
設
大
学
等
の
状
況

修業
年限

編入学
定　員

4

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

60

38,013

点

標本

点

電子ジャーナル

建築学科 4

1,320千円

第２年次

1,320千円

第４年次 第５年次

学士
（工学）

学生１人当り
納付金

第３年次

1,320千円

経営経済学部
経営経済学科

航空宇宙工学科 4 60 ― 240 学士
（工学）

0.72 平成14年度 同上

学 部 等 の 名 称

同上

倍年次
人

―

学生納付金以外の維持方法の概要

1,444千円

60

1,320千円 1,320千円 ―　千円 ―　千円

1,444千円 1,320千円 1,320千円 1,320千円 ―　千円 ―　千円

1,444千円

― 学士
（工学）

1.53

冊 種

402,639

（　　0　　）

工学部
機械電気工学科

工学部
情報メディア学科

工学部
情報メディア学
科

工学部
情報メディア学
科

工学部
情報メディア学
科

1,063千円 ―　千円

571席

経営経済学部
経営経済学科

経営経済学部
経営経済学科

（335,238〔58,211〕）

101〔32〕　

第６年次

0.83 平成20年度240

面積

4,556

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

0

（　　0　　）

38,013

（17〔17〕） （38,013）

3,544.1
大学全体

大学全体

1,237千円 1,063千円 1,063千円

工学部
機械電気工学科

工学部
機械電気工学科

工学部
機械電気工学科

開設前年度 第１年次

設 備 購 入 費

〔うち外国書〕

大学全体

図書

335,238〔58,211〕　

（335,238〔58,211〕）

17〔17〕　

（17〔17〕）（101〔32〕）

〔うち外国書〕〔うち外国書〕

1,999.7

計
335,238〔58,211〕　

新設学部等の名称

34,471千円 35,000千円 34,500千円 34,500千円

（101〔32〕）

第１年次

―　千円

工学部
建築学科

工学部
建築学科

工学部
建築学科

工学部
建築学科

1,444千円 1,320千円 1,320千円 1,320千円 ―　千円 ―　千円

経営経済学部
経営経済学科

工学部
航空宇宙工学科

工学部
航空宇宙工学科

工学部
航空宇宙工学科

工学部
航空宇宙工学科

経営経済学科 4 300 ― 1,200 学士
（経営経済
学）

1.08 平成15年度 同上

工学研究科

― 16 修士
（工学）

0.93 平成16年度 同上

航空電子機械工学専攻 2 8 ― 16 修士
（工学）

0.18 平成15年度 大分県大分市大字
一木1727番地162

環境情報学専攻 2 8

経営経済学部 1.08

情報メディア学科 4 80 ― 320 学士
（工学）

1.22 平成14年度 同上

工学部 1.09

基本計画書－3
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自
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義

演
　
習

実
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教
　
授

准
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼3 オムニバス

1前・後 2 ○ 兼3

1後 2 ○ 兼2

3前・後 1 ○ 兼2 オムニバス

1前・後 2 ○ 兼4

1前・後 2 ○ 兼4

1後・2前 2 ○ 兼4

1後・2前 2 ○ 兼4

3前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼5

1後 2 ○ 兼5

2前 2 ○ 兼5

2後 2 ○ 兼5

3前 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼2

1前 2 ○ 1 1 兼2 オムニバス

2後 2 ○ 兼4 オムニバス

1後 2 ○ 1 兼2 共同

2前 2 ○ 3 1

1前・後 2 ○ 3 3 1

3前 2 ○ 1 兼7 共同

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1 兼8 オムニバス

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1 1 兼2 オムニバス

1後 2 ○ 3 兼9 オムニバス

1後 2 ○ 兼6 オムニバス（一部）

1後 1 ○ 2 3 1

2後 1 ○ 3 1

1後 2 ○ 1 1 兼1 共同

3後 2 ○ 1 兼8 共同

2前 2 ○ 3 1 兼3 オムニバス

1後 2 ○ 1 兼4 共同

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 2 兼1 共同

1前休 1 ○ 1 兼1 集中・共同

1後休 1 ○ 1 兼2 集中・共同

1後休 2 ○ 1 集中

2後 2 ○ 兼2 オムニバス

2後 2 ○ 兼1

－ 20 69 0 6 3 0 2 0 兼49

備考

スポーツ実践・応用Ⅰ
スポーツ実践・応用Ⅱ
スポーツ実践・基礎Ⅰ
スポーツ実践・基礎Ⅱ
健康の科学

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部建築学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

教
養
基
礎
教
育
科
目

日本語４
日本国憲法
英語１
英語２
英語３
英語４

情報リテラシー１
情報リテラシー２
生涯スポーツ指導
日本語１
日本語２
日本語３

社会参画入門
就職講座
商品開発学
スポーツサイエンス
第二外国語１（韓国語）
第二外国語１（中国語）

英語５
英語６
大分学・大分楽
起業学
コミュニケーション演習
社会参画応用

社会参画実習２
森里海連環学と地球的課題
就職活動実践講座
産学一致の勧め
現代社会要論
提携講座（ボランティア概論）

第二外国語２（韓国語）
第二外国語２（中国語）
人間力概論
ヒューマンアート
文章表現基礎講座
社会参画実習１

小計（47科目） －

力学リテラシー
ジェネリックスキル養成１
ジェネリックスキル養成２
大分の地域ブランド創造体験
国際事情
社会人になるためのデータサイエンス入門

教育課程等の概要－1
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備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部建築学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1後 2 ○ 2 兼1 オムニバス

3前 2 ○ 1 1 共同

1前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

4通 6 ○ 8 3 1

3前 2 ○ 4 1 オムニバス

2前 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 1 兼1 共同

1前 2 ○ 2 1 オムニバス

2前 2 ○ 1 兼3 共同

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 2 共同

3前 4 ○ 1 兼1 共同　※講義・演習

3後 1 ○ 2 共同

3後 2 ○ 4 1 1 兼1 共同

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 1 共同　※演習

1通休 2 ○ 6 3 2 集中・共同

3前 1 ○ 1

2通休 2 ○ 3 1 2 集中・共同

3通 2 ○ 3 1 1 共同

3前 2 ○ 9 3 1

3後 2 ○ 9 3 1

2後 2 ○ 2 1 1 兼2 共同

1後 2 ○ 1 兼1

1後 2 ○ 1 兼1 共同

4前 2 ○ 2 1 共同

1後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1 オムニバス

2後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 兼1 共同

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 1 オムニバス

2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 兼1

3後 2 ○ 1 1 共同

1前・後 2 ○ 1 兼3

2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 兼1 共同

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 2 兼1 オムニバス

3前 2 ○ 2 兼1 オムニバス

1前・後 2 ○ 1 兼3

3前 2 ○ 3 兼1 共同

専
門
教
育
科
目

ＣＡＤ製図
技術者倫理
構造力学１
材料工学

設計製図１
都市計画
地理情報処理演習
測量学及び実習
ＣＡＤ３
設計製図４

施工１
卒業研究
地域再生論
データ解析演習
ＣＡＤ１
基礎製図

研究ゼミナールＡ
研究ゼミナールＢ
設計製図２
線形代数２
構造力学２
設計製図５

ランドスケープ
建設マネジメント演習及び実習

プロジェクト１
ＣＡＤ２
プロジェクト２
プロジェクト３

施工２
建築法規１
建築法規２
線形代数１

建築計画１
建築計画２
住居論
スペースデザイン
モダンデザイン
リフォーム

構造力学３
材料力学
建築一般構造
構造設計１
構造設計２
建築材料実験

日本建築史
世界建築史
インテリア環境工学
微分積分２
建築設備
微分積分１

設計製図３

教育課程等の概要－2
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部建築学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2後 2 ○ 1 1 共同

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

1後 2 ○ 2 兼4 オムニバス

－ 40 79 0 9 3 0 2 0 兼20

1前・後休 1 ○ 1

1前・後休 1 ○ 1

－ 0 2 0 0 0 0 1 0 0

－ 60 150 0 9 3 0 2 0 兼65

1前・後 2 ○ 兼5

1前・後 2 ○ 兼4

3前休 2 ○ 兼1 集中

3前・後 4 ○ 兼1

－ 0 0 10 0 0 0 0 0 兼10

専
門
教
育
科
目

工学概論

　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を

　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

履修科目の登録の上限：半期24単位

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信

　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専

建築環境工学

-

建築フィールドワーク

※単位認定科
目とは在学中
に指定資格を
取得、または
インターン
シップにて一
定の要件を満
たした場合に
本人の申請に
より大学で修
得した単位と
して認定する
科目

インターンシップ

-

単
位
認
定
科
目
※

合計（107科目） -

小計（2科目）

小計（58科目）

提携講座（グローバルコミュニティ演習）

自然生態学
環境水理学
地盤工学
構造設計３

及び環境・地域創生コースは、二級建築士受験資格(資格付与実務経験年数0年)の要件を満たさなければならない。

ただし、4年次の「卒業研究」を履修するに際し、以下の条件をすべて満たす必要があります。①3年以上在学していること。
１学年の学期区分

　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修

　　　方法を併記すること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職

　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務

　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。

６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区

　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教

　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。

　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者

2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

建築設計コース・建築工学コースは、一級建築士受験資格(免許登録要件実務経験年数2年)、住居・インテリアデザインコース

　　　に授与する学位を併記すること。

　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

　考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け

基礎学力講座・数学

小計（4科目）

②基礎学力講座（国語及び数学）の「R」認定を受けていること（留学生除く）。③卒業要件として認められる科目の中から90単位以上を修得していること。

職業指導
工業科教育法

教
職

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【教養基礎】32単位以上（内必修18単位）　【専門教育】88単位以上（内必修40単位　コ選必各コース16単位以上）　【合計】124単位以上必要

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

－

自
由
科
目
※
要
卒
単

位
に
は
含
ま
な
い

教
養
基

礎
教
育

基礎学力講座・国語

教育課程等の概要－3



2　校地校舎等の図面

（1）　都道府県内における位置関係の図面

日本文理大学

校地校舎等の図面-1



（2）　最寄り駅からの距離、交通機関及び所要時間がわかる図面

JR大在駅

日本文理大学

JR大在駅

日本文理大学

徒歩

所要時間

20分

スクールバス

乗用車

所要時間

5分

約2km

校地校舎等の図面-2



（3）　校舎、運動場等の配置図

建築学科専用建物 他の学科との共用建物 対象外建物

3号館 2,780㎡

25号館12,595 ㎡

9号館 2,191㎡

22号館 3,157㎡

1号館 4,581㎡

2号館 661㎡

8号館 3,554㎡

4号館 6,917㎡

専用校地 専修学校との共用校地

日本文理大学キャンパス

日本文理大学キャンパス（野球場）

専用校地面積 276,441㎡

共用校地面積 34,766㎡

校地校舎等の図面-3
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(出典)一般社団法人 日本建設業連合会　　建設業ハンドブック2020　18頁　
　　　https://www.nikkenren.com/publication/pdf/handbook_2020.pdf
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日本文理大学 第２期中長期改善施策 結果報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年８月７日 
学長室 

大学企画業務担当 







 











単位（人）

就職者数
（c）

就職希望者対
比就職率
（c/b）

2017(平成29）年度 %001030333

年度/項目 卒業者数（a) 就職希望者数（b）

2019(令和元）年度 %5.59345435

100%

2018(平成30）年度 %001424282

96.8%

工学部建築学科の就職率 年度推移表（過去5年間） 

卒業者数比就
職率（c/a）

93.3%

90.9%

92.3%

95.5%

2020(令和2）年度 %4.89263617

2016(平成28）年度 31 28 28



工学部建築学科業種別就職状況 年度推移表（過去5年間）
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長
橋本
ハシモト

　堅次郎
ケンジロウ

＜令和３年４月＞

―
修士

(経営学)
―

日本文理大学学長
(令和３年４月～令和５年３

月)

現　職
（就任年月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有
学位等

月額基本給
（千円）

教員名簿－1
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